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教 企 第 １ ２ ０ 号

令和４年１１月１７日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

殿
各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

企画展「絵画のたのしみ 奈良県立美術館所蔵名品展《冬》」

の鑑賞について（通知）

このことについて、令和４年１１月２６日（土）から奈良県立美術館で下記のとおり企画展

が開催されますので、児童及び生徒の鑑賞について特段の御配慮をお願いします。

記

１ 展覧会名

企画展 絵画のたのしみ 奈良県立美術館所蔵名品展《冬》

２ 開催趣旨

奈良県立美術館は、これまで吉川コレクション・由良コレクションといった特色ある個人コ

レクションを多数ご寄贈いただいてきました。今回は、1950 ～ 70 年代の前衛絵画を収集した

大橋コレクションを中心に展覧いたします。

《好きなもの》を集めてコレクションする対象は美術に限らずいろいろありますが、見る人

によっては「これはちょっとわからない」という抽象絵画・前衛美術を好んで集めるコレクタ

ーもいます。関西の実業家で化学者であった大橋嘉一（1896-1978）はまさにそんな一人です。

本展では、一人のコレクターによる《絵画を見るたのしみ》と《絵画を集めるたのしみ》を感

じていただきながら、第二次世界大戦を経て大きく変容していく 1950 ～ 60 年代美術の一端に

触れていただくものです。

大橋氏は創業者・経営者（大橋化学工業株式会社）として活躍するかたわら、1950 年代後

半から 1970 年代初めにかけて日本の現代美術を積極的に収集しました。一方、1953 年に東京

藝術大学へ寄附をして「大橋賞」を設置し、画家を目指す学生の支援も行うなど、コレクター

としてもパトロンとしても日本の美術を支えました。日本を代表する美術批評家の一人、針生
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一郎も著書の中で「見識と信念をもったコレクター」として大橋嘉一を紹介しています。約 2,000

点のコレクションは、遺族のご好意により奈良県立美術館、大阪の国立国際美術館、そして氏

の母校である京都工芸繊維大学に分割して寄贈され、奈良県立美術館では 500 点余りを収蔵し

ています。

本展が多くの方々に美術に親しんでいただく機会となれば幸いです。

３ 開催場所

奈良県立美術館

〒 630-8213 奈良市登大路町 10-6

TEL 0742-23-3968 FAX 0742-22-7032 テレフォンサービス 0742-23-1700

https://www.pref.nara.jp/11842.htm

４ 会期等

令和 4 年 11 月 26 日（土）～ 12 月 25 日（日）

開館時間

9時～17時※入館は閉館の30分前まで

休館日

月曜日

５ 観覧料

一般 400円（300円）

大・高生 250円（200円）

中・小生 150円（100円）

※カッコ内は20名以上の団体料金

・次の方は無料でご観覧いただけます。

① 教職員に引率された奈良県内の小中高校及びこれに準ずる学校の児童・生徒

② 毎週土曜日は県内外問わず、小中高生及びこれに準ずる学校の児童・生徒

③ 65歳以上の方

④ 身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳（アプリを含む）をお持ちの

方と介助の方1人

⑤ 外国人観光客（長期滞在者、留学生を含む）と付添の観光ボランティアの方

６ 県立美術館主催関連イベント

■講演会

「白髪一雄と関西の前衛」

令和4年12月11日（日）14時～

講師：平井章一氏（関西大学教授）

■県立美術館学芸員によるギャラリー・トーク
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令和4年12月3日（土）、24日（土） 14時～

※各イベントの参加方法等については県立美術館ホームページ及びSNSでご確認ください。

※県立美術館主催関連事業の聴講には当日観覧券が必要です。

状況により関連事業の内容等を変更または中止する場合があります。

７ 同時開催 入場無料 1階ギャラリー

■連携展示

主催：NPO法人文化創造アルカ



- 4 -

教 人 第 ３ ７ ３ 号

令和４年１１月１７日

各市町村教委教育長

殿

各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和５（２０２３）年度「人権啓発ポスター・標語」の募集について

このことについて、下記のとおり募集しますので、多数応募されますようよろしくお願いしま

す。

記

１ 趣 旨

すべての人々が人権尊重の精神を当たり前の社会意識として身に付け行動し、人権を基本

とした人間関係が広く社会に根付く、「豊かな人権文化の創造」をめざして、県民の人権意識

の高揚を図るため、１２月の「人権週間」に向けて、人権啓発ポスター及び標語を募集する。

２ 主 催

奈良県、奈良県教育委員会、市町村、市町村教育委員会

３ 募集内容

「部落差別」、「女性」、「子ども」、「高齢者」、「障害のある人」、「生活困窮にある人」、「ひ

きこもり状態にある人」、「性的マイノリティ」、「ハンセン病患者等」、「刑を終えて出所した

人」、「犯罪被害者等」、「アイヌの人々」、「外国人」、「北朝鮮当局による拉致被害者等」、「イ

ンターネットによる人権侵害」、「ハラスメント」、「災害時における人権」などにかかわる人

権問題の解決への取組や人権尊重の重要性を訴え、人権意識の高揚を図る内容とする。

４ 応募対象

奈良県内に在住、在学、在勤している小学生以上の方

５ 応募方法

(１) ポスター

ア 大きさは画用紙四つ切り（約３９センチ×５４センチ）とする。
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イ 画材は自由とする。

ウ ポスター用名札に下記(３)の必要事項を明記し、作品の裏中央部に貼り付けること。

エ 持参又は郵送で応募すること。

※郵送で応募する場合は、発送・到着の記録が残る方法とすること。

(２) 標 語

ア 規格指定はない。

イ 下記(３)の必要事項を明記すること。

ウ 郵送又はＦＡＸで応募すること。

※郵送で応募する場合は、発送・到着の記録が残る方法とすること。

(３) 必要事項

ア 小・中学生、高校生は、市町村名（国立大学法人附属学校、県立学校、私立学校等の

児童・生徒を除く）、学校名、学年、名前（ふりがな）

※いずれも作品作成時で明記すること。

イ 一般の方は、名前（ふりがな）、住所、年齢、電話及びＦＡＸ番号、ポスターにおいて

は返却方法

(４) 応募点数

一人当たりポスター・標語それぞれ１０点以内とする。

６ 作品の提出先及び締切日等

応 募 者 区 分 作 品 提 出 先 締 切 日

市町村立学校の児童・生徒 市町村の教育委員会又は人 作品提出先の市町村で別

権啓発主管課 途定められた日

市町村立以外の学校の児童 奈良県文化・教育・くらし 令和５（２０２３）年

・生徒及び一般 創造部人権施策課 ６月２３日（金）

７ 小・中学生、高校生作品の予備審査

市町村立学校の児童・生徒の作品は各市町村で、市町村立以外の学校（国立大学法人附属

学校、県立学校、私立学校等）の児童・生徒の作品は各学校で以下の基準に従って予備審査

を行うこと。

なお、県提出分以外の作品は、各市町村、各学校において展示等に活用すること。

(１) 県への提出基準

ア ポスター

審 査 区 分 応 募 点 数 県 提 出 点 数

小学校 低学年 ５０点未満 １点

５０～２９９点 ２点
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３００～４９９点 ３点

５００点以上 総数の１％（小数点以下切り捨て）

小学校 中学年 ５０点未満 １点

５０～２９９点 ２点

３００～４９９点 ３点

５００点以上 総数の１％（小数点以下切り捨て）

小学校 高学年 ５０点未満 １点

５０～２９９点 ２点

３００～４９９点 ３点

５００点以上 総数の１％（小数点以下切り捨て）

中学校 ５０点未満 １点

５０～２９９点 ２点

３００～４９９点 ３点

５００点以上 総数の１％（小数点以下切り捨て）

高等学校 ５０点未満 ２点

５０～９９点 ３点

１００～４９９点 ４点

５００点以上 総数の１％（小数点以下切り捨て）

イ 標語

審 査 区 分 応 募 点 数 県 提 出 点 数

小学校・中学校・高等学 ５０点未満 ２点

校ごとにそれぞれの全応 ５０～１９９点 ６点

募点数から右の基準で選 ２００～２９９点 ８点

考 ３００～４９９点 １０点

５００点以上 １２点

※義務教育学校、中等教育学校及び特別支援学校については、作者の学年に応じた教育

課程ごとに各部門に組み入れて審査を行う。

(２) 県へ提出する書類等

ア 予備審査によって選考された作品

イ 応募状況報告書及び県提出者名簿

・市町村教育委員会又は人権啓発主管課･･･様式１－１、１－２、１－３

・市町村立以外の学校･･･様式２

ウ ポスター用名札（作品の裏中央部に貼付する）･･･様式３

（様式１～３は、県人権施策課ウェブサイトからダウンロードできる。）
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(３) 県への提出締切り

令和５（２０２３）年６月２３日（金）午後５時必着

８ 審 査

県関係課及び人権教育研究団体等の代表で構成する審査委員会により審査を行う。県へ提

出された作品の中から、ポスターについては、①小学校低学年、②同中学年、③同高学年、

④中学校、⑤高等学校・一般のそれぞれの区分ごとに審査を行い、計３０点の作品を、標語

については、①小学校、②中学校、③高等学校・一般の区分ごとに審査を行い、計１０点の

作品を入選作品として選考する。

審査結果は、令和５（２０２３）年９月末までに通知する。

なお、市町村立学校の児童・生徒には、各市町村を経由して学校長へ、市町村立以外の学

校の児童・生徒については直接学校長へ通知する（ただし、入選作品として選考された作者

に限る）。

審査結果の問合せには対応しない。

９ 発 表

県人権施策課ウェブサイトにおいて行う。なお、発表にあたっては、作品作成時の学校名、

学年とする。

10 記念品

応募者全員に記念品を贈る。

市町村立学校の児童・生徒については各市町村を経由して学校長へ、市町村立以外の学校

の児童・生徒については直接学校長へ送付する。

11 作品及び個人情報の取扱い

(１) 応募作品は、自作で未発表のものに限り、著作権は主催者に帰属するものとする。

ア 啓発品、広報誌、カレンダーその他如何なる媒体においてであっても、令和５（２０

２３）年度人権啓発ポスター・標語の結果が発表されるまでに活用された作品は、全て

発表済みとする。

イ 入選作品として選定された作品を活用する場合は、県人権施策課に事前に連絡し、活

用した媒体を１部提供すること。

(２) 公序良俗その他法令の定めに反するもの、誹謗中傷を含むもの、第三者の権利を侵害

しているものは審査の対象外になる。また、入選作品選定後であっても、その旨判明し

た場合、採用は無効となる。

(３) 県提出のポスター作品は、全て返却する（入選作品は年度末に、それ以外の作品は審

査終了後に返却する）。

(４) 入選作品については、人権啓発イベント等において展示するとともに、市町村及び市
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町村立学校等へ貸出しを行う。また、啓発資料・広報紙（誌）、県人権施策課ウェブサイ

ト等に掲載する。

(５) 応募時に記入いただいた名前等の個人情報は、審査・発表・展示・記念品送付のみに

使用する。

(６) 入選作品の発表にあたり、匿名での発表を希望する場合は、県への提出時にその旨を

伝えるものとする。

12 問合せ先及び県提出先

〒630-8501 奈良県文化・教育・くらし創造部人権施策課啓発推進係

（この郵便個別番号を明記の場合は、住所「奈良市登大路町３０番地」の省略可能）

ＴＥＬ ０７４２－２７－８７１９（直通）

ＦＡＸ ０７４２－２７－８７２１

県人権施策課ウェブサイト https://www.pref.nara.jp/1657.htm
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様式１－１（市町村用）

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点

人 点 人 点 人 点 人 点

人 点 人 点 人 点 人 点

人 点 人 点 人 点 人 点

FAX

備 考

令和５（２０２３）年度「人権啓発ポスター・標語」応募状況報告書

担当課名 担当者名

１．応募状況 （学校別）

No.

記念品等
送付先

（〒        ）

市町村名

TEL

標語応募数等学  校  名

0

0 0

0

標          語

応募総人数・作品点数 県提出人数・作品点数

※ 応募校が記入しきれない場合は、行を追加すること。

※ 県への作品提出者については、「県提出者名簿」（様式１－２、１－３）に記入し、提出すること。

計 0 0 0 0 0

ポスター応募数等

0 0

低学年

0

高校生

中学年

高学年

小
学
生

中学生

10

応募総人数・作品点数

ポ  ス  タ  ー

計

２．応募内訳 （区分別）

9

県提出人数・作品点数

8

7

6

4

2

5

点

（内線        ） 

人 点 人

e-mail

1

3
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様式１－２（市町村用）

12

15

13

14

10

7

9

11

8

5

6

3

4

2

1

学校名児童・生徒名（ふりがな）

TEL FAX

No. 学年

※ 学年は、作品作成時のものを記入すること。

（内線     ） 

担当者名

令和５（２０２３）年度「人権啓発ポスター」県提出者名簿

市町村名 担当課名
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様式１－３（市町村用）

No.

令和５（２０２３）年度「人権啓発標語」県提出者名簿

市町村名 担当課名

担当者名

TEL （内線     ）  FAX

※ 学年は、作品作成時のものを記入すること。

児童・生徒名（ふりがな） 学校名 学年 標語作品

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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様式２（市町村立以外の学校用）

人 点 人 点

人 点 人 点

2

令和５（２０２３）年度「人権啓発ポスター・標語」応募状況報告書

1

No. 児童・生徒名（ふりがな） 学年

No.

3

4

1

標語

応募総数

TEL

担当者名

FAX

学校名 ポスター

標語作品

児童・生徒名（ふりがな） 学年

○ 標    語

5

4

5

2

3

7

6

（〒     ）
記念品等
送付先

県提出人数・作品点数

※ 学年は、作品作成時のものを記入すること。

10

9

8

応募総数

県提出人数・作品点数e-mail

○ ポ ス タ ー
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様式３

市町村名

学校名
学年

（作成時）

ふりがな

名前

作成の
意図・
背景等

市町村名

学校名
学年

（作成時）

ふりがな

名前

作成の
意図・
背景等

ポスター用名札（学校用）

ポスター用名札（学校用）
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様式３

ふりがな

名前

住所

電話

FAX

作成の
意図・
背景等

返却方法
（必須）

ポスター用名札（一般用）

 〒

着払いによる郵送  県人権施策課における返却
その他（                        ）

年齢
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教 健 第 ３ ０ ３ 号

令和４年１１月１７日

各市町村教委教育長

各中・高等学校長

各義務教育学校長 殿

各中等教育学校長

各特別支援学校長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度 第５４回奈良県中学校ダンス発表会

兼奈良県学校ダンス発表会の開催について（通知）

このことについて、下記により開催しますので、参加についてよろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

中・高等学校生徒の情操を豊かにし、創造性を高めるとともに、各学校におけるダンスの

技能向上を図る。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県中学校体育連盟、奈良県中学校保健体育研究会、奈良県高等学校

等保健体育学会

３ 日時及び会場

令和５年２月１２日（日） ９：００～１５：００予定（※）

天理市民会館（やまのべホール） 天理市川原城町７３９

※日程の詳細については、参加学校数が確定後に決定し、県中学校体育連盟ダンス専門部よ

り別途参加校に対して通知する。

４ 参加対象者
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県内中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校中学部・高等部の生

徒

５ 内容等

(１) 日程

① リハーサル（各チーム１０分程度） ② 開会式

③ 発表 ④ 閉会式

(２) 作品内容等

創作ダンス、リズムダンス、バトントワリング等（テーマは自由、時間は５分以内）

(３) 参加部門

第Ⅰ部 中学生ダンスの部（ダンス授業のグループ、部活動、学校長が認めるグループ）

第Ⅱ部 高校生ダンスの部（ダンス授業のグループ、部活動、学校長が認める同好会）

６ 申込み方法等

(１) 音楽

作品ごとにＣＤを用意し、演技曲のみを入れ、最初から音楽が始まるようにすること。

なお、ＣＤとケースの両方に学校名と作品名を書き、当日、受付で提出すること。

(２) 照明

出場するチームは、規定の用紙に照明の色などを記入し、下記まで送付すること。（用

紙については、申込みのあった学校に送付する。）

(３) ステージ

間口１８ｍ、高さ７ｍ、奥行き９ｍ

(４) 申込み作品

１校につき、各部門２作品までとする。

(５) 申込み先等

別紙様式により、令和４年１２月１６日（金）必着で下記宛てに、郵送又はＦＡＸで申

し込むこと。

〒636-0335 磯城郡田原本町３３ 田原本町立田原本中学校 札辻 りつ子

ＴＥＬ ０７４４－３２－２５８５

ＦＡＸ ０７４４－３２－２５８６

７ その他

(１) 出場校は、当日役員として１名以上協力すること。

(２) 発表前に各チームのリハーサルを予定しているが、出場チーム数が多い場合はリハーサ

ル方法、時間等が変更になる場合がある。

(３) 発表会当日の観客の有無（入場制限等）及び、提出書類（健康チェックシート等）につ

いては、新型コロナウイルス感染症の感染状況等を注視し、日程の詳細等と同様に、県中
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学校体育連盟ダンス専門部より別途参加校に対して通知する。

（４） 新型コロナウイルス感染症の影響により、発表会の要項を変更することがある。
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（別紙様式）

令和４年度 第５４回奈良県中学校ダンス発表会（奈良県学校ダンス発表会）申込書

学 校 名

(〒 )

学 校 所 在 地

連 絡 先 ＴＥＬ： （ ）

Ｅ-ｍａｉｌ：

学 校 長 名 印

担当（引率）指導者名 印

大会当日の役員名 印

参 加 部 門 第Ⅰ部 第Ⅱ部

(いずれかに〇印)

作 品 名

演 技 曲 名
（主な曲）

（ 分 秒）

出場学年・人数

（申込用紙は、１枚に１作品のみ記入し、作品の数だけ提出すること。）



- 19 -

教 健 第 ３ ０ ９ 号

令和４年１１月１７日

各市町村教委教育長

各 小 ・ 中 学 校 長

殿
各義務教育学校長

各特別支援学校長

奈良県教育委員会教育長

「体育科における一人一台端末の利活用」実技講習会の開

催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いし

ます｡

記

１ 趣 旨

教員が、一人一台端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びについての理解を深め、

教員の指導力・資質の向上とともに、各学校における体育指導の充実と発展を図ることを目

的とする。

２ 日時及び会場

令和４年１２月９日（金）１３：３０～１６：３０（１３時００分受付開始）

大和郡山市総合公園多目的体育館（金魚スクエア）

奈良県大和郡山市矢田山町２

３ 参加対象者

県内小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校の教員

４ 日程・内容等

１３：３０～１３：３５ 開会行事

１３：３５～１６：２０ 実技講習「体育科における一人一台端末の利活用」

～ゲーム・ボール運動領域Ⅱ～

講師 国立大学法人東京学芸大学
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准教授 鈴木 直樹 氏

１６：２０～１６：３０ 閉会行事

５ 参加申込み

下記ＵＲＬ、クラスコード又は、ＱＲコードからGoogle Workspace for EducationのClass

room「実技講習会～GIGAスクール環境下における体育授業の充実～」に入り、ストリームに掲

載のGoogle Formsに必要事項を記入の上、提出（登録）する。

令和４年１２月７日（水）締め切り※先着順

【ＵＲＬ：https://classroom.google.com/c/NTAzMzI3NDg2MTYw?cjc=5akh6mk】

【クラスコード：5akh6mk】

【ＱＲコード】

６ その他

（１） 本講習会は、スポーツ庁委託事業「令和の日本型学校体育構築支援事業」テーマ１「G

IGAスクール環境下における体育授業の充実」の一環として開催する。

（２） 定員は、５０名（先着順）とする。受講できない場合のみ勤務校に連絡する。

（３） 実技の際は、各自で怪我や体調に十分留意し参加すること。

（４） 参加者は下記のものを持参すること。

ア 体育実技のできる服装（運動に適した服装）及びシューズ（屋内）

イ 筆記用具

ウ ＩＣＴ端末（希望者。所管の教育委員会及び所属長の許可が必要となる場合は、必

ず許可を得ること。また、万が一故障・破損した場合、主催者は責任を負わないこと

を了承の上持参すること。）

なお、Wi-Fi接続に必要となる機器は主催者で準備する。

（５） 参加者は、必要な感染症対策を講じること。

（６） 万が一、当日の体調が優れない場合は、申込者以外の代理出席を認める。代理出席の

場合は、当日受付にて申し出ること。※クラスルームのストリーム又はメールによる連

絡は、講演会運営の都合上受付不可。

（７） 臨時連絡等がある場合は、Classroom「講演会～GIGAスクール環境下における体育授業

の充実～」を利用して案内することがある。

（８） 本講習会は、やむを得ず変更又は中止になる場合がある。

（９） 本講習会に関する問合せについては、下記宛てに連絡すること。
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奈良県教育委員会事務局 健康・安全教育課 学校体育係

ＴＥＬ ０７４２－２７－９８６１
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教 健 第 ３ １ ０ 号

令和４年１１月１７日

各市町村教委教育長

各 小 ・ 中 学 校 長

殿
各義務教育学校長

各特別支援学校長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度みんなでホップステップミニ研修の開催につい

て（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いし

ます｡

記

１ 趣 旨

児童の体育授業を担当する教員が、奈良県児童の体力の現状や課題、体力向上の取組につ

いての理解を深め、各学校における体力向上の取組や体育指導の充実と発展を図ることを目

的とする。

また、各運動領域の実技研修や学校体育活動全般に関わるワークショップ、各校の体育的

課題についての情報交換を通して、教員の指導力と資質向上に役立てる。

２ 期 日

第７回 令和４年１２月５日（月） １６時～１６時２０分

第８回 令和４年１２月１９日（月） １６時～１６時２０分

第９回 令和５年１月２３日（月） １６時～１６時２０分

第１０回 令和５年２月６日（月） １６時～１６時２０分

※期日と時間は、変更する場合がある。

３ 参加対象者

県内小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部の教員及び中学校、義務教育学校

後期課程等で児童の体育授業を担当する教員
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※～みんなでホップステップミニ研修～は、校務分掌の担当によらず体育科への理解を深

めることを希望する全ての教員が対象。

４ 内容等

小学校における体育科の基本

～ステップ～

第７回 【双方向型：ICT端末の活用について④～器械運動系Ⅱ《跳び箱運動》～】

第８回 【双方向型：ICT端末の活用について⑤～陸上運動系～】

第９回 【双方向型：ICT端末の活用について⑥～ゲーム・ボール運動系～】

第１０回【双方向型：ICT端末の活用について⑦～参加者間交流・情報共有～】

５ 申込方法

各回開催日の1週間前までに下記のクラスコード、またはQRコードからGoogle Workspace fo

r EducationのClassroomに参加する。

【第７回】 kufna7l

【第８回】 ue5fo43

【第９回】 g4mf2jp

【第１０回】 x7i3ruh

【第７回】 【第８回】 【第９回】 【第１０回】

６ その他

（１）希望者は、事前にクラスルームへの登録を済ませておくこと。

（２）原則全ての回を受講することとするが、内容に応じて希望する研修を選択しての受講も

可とする。

（３）研修内容の録画、録音は禁止とする。

（４）本研修にかかる通信費等の費用については、健康・安全教育課は負担しない。

（５）本研修は、やむを得ず変更又は中止になる場合がある。

（６）本研修に関する問合せについては、下記宛てに連絡すること。

県教育委員会事務局健康・安全教育課学校体育係

TEL ０７４２－２７－９８６１
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教 健 第 ３ １ ３ 号

令和４年１１月１７日

各市町村教委教育長

殿
各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度生理の貧困等に関する指導者講習会の開催に

ついて（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教職員の参加についてよろしくお願い

します｡

記

１ 趣 旨

児童生徒が健康に関する正しい知識を習得するとともに、生涯にわたって健康な生活を

送ることができるようになるための資質や能力を育成することを目的に実施する。

２ 日 時

令和４年１２月９日（金） １４時～１６時

３ 参加対象者

県内の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の教職

員

４ 会 場

奈良県産業会館 大和高田市幸町２－３３

５ 日 程

１３：３０～１４：００ 受 付

１４：００～１４：０５ 開会行事

１４：０５～１５：３５ 講演会

１５：３５～１５：５０ 質疑応答

１５：５０～１６：００ 閉会行事
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６ 内 容

講 演 「『生理の貧困』から見えてくるジェンダー・性の平等」

講 師 人間と性教育研究協議会幹事 元京都教育大学教授 関口 久志 氏

７ 申込方法

(1) 令和４年１２月５日（月）までに、下記のURL又はクラスコード、QRコードからGoogle

Workspace for EducationのClassroomに参加し、登録フォームから申込みを行うこと。

【URL： https://classroom.google.com/c/NTYxNDU3MTAyMDYw?cjc=upvs5v7 】

【クラスコード： upvs5v7 】

【QRコード】

８ その他

(1) 参加申込後、当日欠席する場合は、学校長から健康・安全教育課長宛てに欠席届を提出す

ること。

(2) 講習会の連絡については、Classroomのストリームに掲示するので、当日までに確認する

こと。

(3) 新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じて実施内容を変更する場合は、県教育委員会

事務局健康・安全教育課より連絡する。

(4) 本講習会の問合せについては、下記宛てに連絡すること。

県教育委員会事務局健康・安全教育課学校体育係

ＴＥＬ ０７４２－２７－９８６１
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正 誤 表

令和４年１１月２日付け週報第２３９６号に下記のとおり誤りがありましたので通知します。

記

（週報 ６ページ）

正

実習助手 西田 誠

誤

教諭 西田 誠


